
長期汚染地域の住民のための放射線防護
の実用的手引き
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1. はじめに



2.1 環境が汚染されているかどうか

2. 一般的な疑問



2.2 どのようにして被ばくするのか



2.3 放射線を浴びたかどうかを調べるには

2.4 食品が放射能を帯びているかどうか



2.5 食品が汚染されているかどうかを知るには

2.6 我々はどのようにして汚染されるのか



2.7 自分が汚染されているかどうかを知るには

2.8  誰が放射能汚染状態を説明し、質問に答え、とり得
る行動を提案してくれるのか



3.1 医療従事者

3.1.1 人々の声に耳を傾け、状況を理解するのを助ける

3.1.2 質問に答える

3. 誰が質問に答えられるか



3.1.3 特定の状況において、何をすればよいのか提案する

3.1.4 できる事を提案する



3.2 計測技術者

3.2.1 計測結果の迅速な連絡

3.2.2 情報公開

3.2.3 警告



3.2.4 ステークホルダー諮問委員会への情報の移行

3.3 ステークホルダー諮問委員会

3.3.1 計測データの統計的分析



3.3.2 組織が正しく機能するようにする



4.1 外部放射線

4.1.1 どのような装置を用いるか

4. 状況をモニタリングするには



4.1.2 線量計を入手できる場所

4.2 食品の汚染

4.2.1 計測装置



4.2.2 計測場所

4.3 人体の汚染

4.3.1 計測装置



4.3.2 計測場所



5.1 外部線量率

5.1.1 第一段階：外部線量率データの収集

5.1.2 第二段階：外部放射線からの線量の計算

5. 計測結果の読み方





5.2 食品の汚染



5.3 全身の計測

5.3.1 第一段階：全身の計測データの収集



5.3.2 第二段階：放射性元素摂取の履歴の再現

- 
- 
-



5.3.3 第三段階：食品の計測値との比較



5.4 比較の方法



5.4.1 標準状態







5.4.2 規制上限値



5.5 データ管理

5.5.1 個人の計測結果の保管と伝達



5.5.2 統計的アプローチにおける情報の統合と利用







5.5.3 個人手帳と家族パスポート



6.1 自分の外部被ばくを低減するための対策

6.2 家庭での対策

6.2.1 家で何ができるか

6. 放射能汚染状態を改善するには



6.2.2 庭で何ができるか

6.2.3 農園や菜園では何ができるか



6.2.4 汚染廃棄物はどうしたらよいか

6.2.5 郊外や森林から採集（摂取）できるもの





6.3 医療従事者および地元ステークホルダー
　　  諮問委員会の対策

6.3.1 一般市民へのアドバイス・情報提供・指導

6.3.2 計測／モニタリング装置の提供



7. 放射線に関する技術シート

7.1 説明

7.2 単位





7.3 体内への摂取



7.4 健康上の影響














